
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは地域の「居場所」を通して連携を始めよう！ その先には… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第５回「話し合いの場」には、４８名（地域住民 

１８名、民生委員･児童委員１５名、事業所等１５名） 

が参加しました。前回の話し合いでは、「居場所づく 

り」を通して、地域と事業所が連携した取り組みを

行うための接点が見えてきました。 

今回は、地域の居場所である「ふれあいサロン」 

について、“地域がやってみたいこと”と“事業所が 

できること”を具体的に盛り込んだ計画とモデルプ

ログラムを検討・共有することでお互いの想いを理

解し合い、地域と事業所が連携した取り組みの現実

性を高めるためのワークショップを行いました。 

本日のプログラム 

 １．開会 

 ２．前回のふり返り（社協から） 

 ３．グループ編成（９ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 ４．整理 “事業所のサロン支援メニュー” 

 ５．グループワーク “事業所参加型の 

サロン計画とモデルプログラム” 

 ６．発表、まとめ 

 ７．次回案内、閉会 

全体のおおまかな流れ 

町や地域の 

課題・現状は？ 

今から何が必要？ 

まずは集まって 

みんなで話そう！ 

やりたいことで 

グループをつくろう！ 

やってみよう！ 

やりたいことの実践 

こんなことやりたい！ 

やりたいこと 

の企画 

・目的は？ 

・対象は？ 

・場所は？など 

いこいの里／参加者４８名 

【問合せ】岡垣町役場福祉課(松山･社川)☎282-1211 ／ 岡垣町社会福祉協議会(江口･田之上)☎283-2940 

【作 成】社会福祉法人 岡垣町社会福祉協議会 

次回が 

今年度の最終回 

となります。 

 

【予定内容】 

・事業所による 

模擬サロン 

・今年度のまとめ 

ほか 



(地域がやってみたいこと)＋(事業所ができること)＝✌☺ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所参加型のｻﾛﾝ計画とﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

今回で５回目を迎えた話し合いの場。開始当初は、 

地域から事業所に対し「事業所が何ができるのか分か 

らない」「どこに､誰に相談すればいいか分からない」 

という意見が多く、事業所から地域へは「自分たちが 

地域から何を求められているのか分からない」「いつ､ 

どこに行けば地域と関わりが持てるか分からない」と 

いう意見が多くありました。そんな両者が同じテーブ 

ルを囲み､意見交換を重ねることで、「分からない」は 

「分かった!」に変わり、「もっと知りたい」へと変化 

してきました。さあ、今がつながるチャンスです！ 

Ｂ Ａ 前回の内容を踏まえ、今回は地域と事業 

所で一緒に具体的なプログラム作りに取 

り組みました。 

 

Ａ…６回分のプログラム（計画）を作成 

Ｂ…６回の中の１回を取り上げ、詳細な 

  スケジュールを作成 

 

地域と事業所が出来ることを互いに持ち 

寄ることで、これまでにはなかった発想 

やアイデアが生まれました。この中から 

まずは１つでも地域の中で実現していき 

ましょう！ 

９グループ、すべてのアイデアを紹介します 

せっかくみんなで考え、集めた 

アイデア。話しただけではもっ 

たいない。ヒントが満載です！ 


